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1.目的
)l.r，.は物をはる場合の悦訟の基礎条件となる悦対象物
の大きさ(視角)とその測度対比および背張緩度の三
荷の相互関係を広範閣に亘って実験 し.その結果を質的
な照明設計を行なう上での基礎資料となる棟準等視力的線
図として発ぷー して来たJB
また.照準等総力幽線を得るのに視対象物として用い
たランドルト氏環視f.'-と，一般の明視作業の視対象物で
ある印刷文字との見え }jの関係を明らかにしランドル
ト氏環椛棟を用いて得た続準等視力曲線をはじめ.神々
のデータを災際の阿‘明設計に応用出来るようにして米
た。引
史に，例，æ.1削'111 での1~長輝度を基準と して.背景紳[1支
の{膏'fと読み易さ正I'f薗との関係を求め.標準こ竹見)J1紛i
に基づいて得た悦ð2.1~他から所定の読み易き;判而が得ら
れる照明条1'ー を決定出来るように.その関係について研
究した結栄を報告したJ}
以 kの研究は主に部股の全般照明設計を対象としてい
たが.本研究て，;t.，局部照明をも考慮した熊明設計をt‘I
象として.その基礎資料を得ることを目的としている。
また.先の悦.2.附仰の1'f鼠鎌度を基準としてその1'fi;t純
度の{音，十tから。;(.み易さ ~fr面を予測する実験式を点光沖.の
場合に混用して.読み易さ"千1面チ潟1式の適用の範囲を凋
べることもn的としている。
2，実験方法
悦対象物としては.文'子のように意味を持たず， 1見必
性を在観的に判断出米る ランドルト氏環税標を{変月lする
ことにした。l況鰍のランドルト氏環税標と印刷文字の関
係について実験した結果2Jから.文章を読む場合と.同じ
読み坊さがれ}られる大きさのランドルト氏環枕僚を，rli 
'I':のポイント歓毎に定めた。字体は最も一般的な明報1体
活字を基，私とし.明視距離のとき16ポイント活字に対し
ては税);03のランドルト氏環被保，10ポイントは総力0
4の悦~， 8ポイントは悦力0.5の視標，6ポイントは悦力
0.7の説棟.45ポイントは悦)J1. 0のランドルト氏環悦僚
となった この定めたそれぞれの大きさのランドルト氏
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視力 0.5のラン ドルト氏環視標
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図-1 日続・抹消テスト用ランドルト氏環視標の例
m悦械を.縦償各4I1回ずつ計1611司を 1Ilt{立としてとaべ.
ll.:にそれを縦償一3単位ずつ並べて合計'1441聞のランドル
ト氏環悦伐を配流した。作製 した干見付象の一例を図ー l
にI}'す。ランドルト氏環視標の切れ目の}j向，;t.，縦.航.
斜めのJ十8}j向とし.配置した I巾位 (ラン トルト氏環悦
~1611<11 ) 1ftに.切れ目の万向が2回宛現われるよ うに配
抗した 切れ臼の万向が現われる順序は乱数ムを用いて
表-1 被験者リスト
被験者
性別 年令
視 力
利き眼
番号 1 m 0.3 m 
女 22 1.2 1.0 右
2 男 44 1.2 1.5 右
3 男 34 1.5 1.5 左
4 女 20 1.0 1.0 右
5 女 21 1.0 1.0 左
6 女 22 O. 9 O. 9 左
7 女 20 1.5 1.5 右
8 女 22 1.5 1.5 左
9 男 26 1.5 1.5 右
10 男 23 1.0 O. 8 左
1 男 36 1.0 1.2 右
12 女 36 O. 9 0.8 右
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図ー2に示した調た宅内に図-3の装置を設流し.光
il，;!の阿転中心点に税標を配置して実験を行った これに
よって.処標を任意の入射角 (8，)，方位角('1')の光で照
らすことが出来る。
光i僚としては，650Wのプロムランプの前耐に悦ftJ2 
のl洞口昔1をもったえE光板を取り付けて光j原とした。尚.
2E光似の|耳l口部にはまL向ガラスを取り付け.乳(J'1ラス
とランプの中間には熱線遮断カ。ラスをおいた。したが勺
て，光i原は秘角 2・の発光面であり.実際上は点光源と.[i'
1紋せる。
実験は.まず図-4のように被験者の額と顎を悶定す
ることによって.被験者の視対象物への視線の角度(8.) 
を30に保ちながら.光源から視対象物への光を入品!角
(8，) 30で.万位角('1')を正面から左へ110.，石へ90
の純閤で変化させて.被験者に視対象物を見せる その
状態で税対象物のランドルト氏環視様の切れ目の)j向を
2}j向指定し被験者に指定された方向に切れ自のある
ランドルト氏環悦標の出現をチェックさせた。チェック
lまい日 ~r..m" および "1末消作業4 て'行った。 また税対象物
の1441閣のランドルト氏環視僚をチェ yクし終るまでの
給過時間も.11定した。
尚，8.， 8，に30・を選んだのは.一般明視作業時め悦
作業角として30的後の出現頻度が高b刊と汚われてお
り.この状態で入射角30固の光を受けると故も反射グレア
の影響を受け易いと与えたからである。
次に被験おの服の位置の固定を解いて.自由に悦対象
居住
決めた。 rt~ ， 24ポイント活字に相当する視力0.2のランド
ルト氏環悦僚を含めた税対象も印刷したが.今副の実験
には使用しなかった。健対象の紙質ti，コート紙，上質
紙，中t'(紙，更紙，インデイアン紙，ヒ ット コピー紙，Gロー
ル紙.アート紙の8f'T頬て二 (J紙に黒インクでオフセ y
ト印刷した。liにコート紙. 一1:'l1紙，アート紙を用いた
視憾では.それぞれ活字と紙面の純度対比が0.9，0.7， 
0.4， 0.2， O.ltjij後になるように見さ を薄めたインクで
相IJった悦椴も{乍製したの
被験.r，.，立袋一 lにI'す大学生を中心とする12名て1 各
被験者の視力は， O.3mおよび1mの視力ぷを.拡散光で
500lxにl!iIらした状態てつ抑l定した視力(矯正視力を含む)
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図-3
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物を見させ.先の実験問憾のチェックを行なわせる。更に‘
正I(jおよび恨IJj商から作業'1の被験者の't;_;勢を2子氏徹影
し作業時の税総の方向および視距離をil定する。実験
中の係子の一例を図-5に示す。この笑験の場合は，光
の入射flJ(8，)も0'，1ぴ，20"， 30"， 40"， 50"， 60。と変
化させた。
いずれの笑験も点光源光の他に全般j，1;散照明について
も行なった。尚，全実験の作業問照度はほぼ500lxに保って
測定した。
3，実験結果
この笑験は.一般のl明視作業の見え力を調べることを
主目的としている。故に， 2節で述べた悦対象のうち.
最も一般的な祝対象物の大きさを 8ポイント活字と考え
て，8ポイント活字に見え方が相当する視力0.5のランド
ルト氏環視標を用い，コート紙.中質紙，アート紙につ
いていずれも最も対比の大きな税標を税対象として.測
定した結果について述べる。
3， 1 被験者の視作業角を30"に固定して行った実験結
果
図-6 ~8 に光の入射方位角 (co)と見訴し率の関係を
示す。見落し率はい臼~'it" ¥， 4末i肖作業。とも一般に 5%前
後であるが，.i'b僚がlE反射方向にi，j'つ くと、見孫し率も
正~くなるといえる 。 特に銭面反射性の強いアー ト 紙の場
合.この傾向が顕著である。
次に説作業に安ー した時間(分)と光の入射方位角 (co) 
との関係を図- 9 ~11に示す。 一般的な傾向としては見
沼し率の場合と問機.光源が正反射方向に近づくと所要
時間が長くなる傾向も認められる。
更に.図ー12には.ホ目 ~1t" 、、抹消作業砂を総合した.
見易さ評価値と光の入射方位角 (伊)の関係を示す。見易
き評価に於ても伐対象物がアー ト紙て也光I1京が正l耐近くに
ある場合の評価値の低下が有:しい。
図-4 視作業角30・の実験の状況説明図
( 3 ) 
a.点光源、(20)のもとでの実験状況
b. 点光源、(20)のもとでの実験状況
、
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C. 全般拡散照明のもとでの実験状況
図-5 実験中の状況写真
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悦力0.5ランドルト氏環税f~144f聞をチェックするのに レ'
要する時間 (分)・を見ると.コート紙では1.5分前後.'1 
'i1紙はコート紙よりややi毛<.アート紙l:t反対にコート
紙よりやや短かくなっている。
チェ yクに要した時IlHを、、 H説作の場合と n材、消作業"
に分け.止!に明日説。についてはl山l阪で見た場合と.手1)
き同でない}jの眼のlIijにA倣物を設けて干1)，き限だけで見
た場合に分けて検討した。 図-9 ~1Iに於て河眼での抹
3. 2 視作業角を固定しない状態での実験結果
彼験者の目良の位前を悶定せずに門r4Jに作業をさせ.た
の万位角 ('1').入射角 (8i)の見易さ却価への彬符を調べ
た。その結果を図ー13-15にぷす。拡散光!RJ.Il)jに比較し
て/.(光源て'は. アート紙のu干 1聞のIl~ドヵ、 11 ¥lつのまた一
般的に.入射角(印8，)が大き〈なるfれ作:主1μ〆汗、
:源l原京が正凶耐iより左の方方.にイ在王るI場持合のjルJカが‘右にf伐tるt場易合より
;汗1干刊P寸{価而jl航I{山(が上がる[傾頃向がi必ぷめられる。特に光i原位置の方位
角('1')が布60より大きくなると.視作業自jが手暗がり
となるため‘評価値の低ドが激Lい。
4.考察
最初に阪の佼霞を固定し.8，=30. 80 =30で行った
笑験結果についての考察を4.1節-4.3節で行う。
4. 1 光源の位置(入射光の方位角 伊)が視作業の正
確さに及ぼす影響について
侃作業のJE確さをランドルト氏環侃僚の切れHの)j向
のチェックに於ける見落しという由の‘ら調べる句、、日読Hと
、株i肖作業H とで.LIlt喜しの起こる訓合に有志差[立認め
られないが.~~l ，、て d え If. 鏡凶îIズ身、「カ{j~ じた t~j{~1こ l :t .
目読時にやや見落し易L、{頃In]がみられるのまた.R.i;在し
は光i原がiE而jにある時よりも左右へ5-15偏っている
1寺に起こり易いといえる明これl:t.我々が2つの眼を持っ
ているため.村L上作業のように況対象物と.限との距離
が近い場合には.u艮に銭面反射光の人リ易い光源j，j:;r.'l;t
説付象物の正反射{占;訂よリも左右に少しずれた{立 ~î't とい
うことになる。 特に見込し i+~が. 光ilf，Ujf立f{J (伊)0を"，
心として左布対象に現われず.41，対象なのは.1'-と同じ
ように我々の眼にも利き限があるためで.干1]:き限の正反
射万向に光ilr，(がある1寺.鋭而反射によって対比が低下し
況対象の悦認が|羽維になるが.j，-:と4干の手IJ，きOfJ.の人の数
カf等しくないからであると考ーえられる。
更に.紙質のj主いが見訴し半に及ばす影響についてみ
ると.銭面反射を起こし易いア ト紙の見落し率が， f也の
コート紙."，質紙の見j品 し .+~によじべておいといえる
4. 2 光源の位置(入射光の方位角 '1')が視作業の速
さに及lます影響について
i自作業がft，iもH抑IJを要することがわかる。
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特に視作業の速さに於て.光源位置が正面より左にあ
る場合より右に在る時の方が，明らかに劣っているとい
える。 EH売時にもこの差違は現われて居ることから.作
業時に手暗がりとなることが原因とも考えられず，原因
は，はっきりしないロ
4. 3 光源の位置(入射光の方位角'1')が視作業性に
及ぼす影響について
4. 1節では、作業の正確さ。から， 4. 2節では"作
業の速さかから作業性を検討した。しかし，いくら正確
な作業でも長時間かかったのでは作業性が良いとはいえ
ない。またこの逆の場合も同様のことが言える。そこて1
作業時間の平均値をその人の所要作業時間で割れば.こ
の値(作業速度係数と呼ぶことにする)が大きい程ー作
業速度から見た視作業性が良いことになり.また平均的
な作業性を有する場合の値は Iとなる。
悶様に見落し&lについても.この値を100%から号|し、た
正解率を求め，その人の正解率を平均の正解率て割lった
{直 (作業精度係数と呼ぶことにする)を求める。この場
合も平均的な作業性の在る場合の係数は 1となり. j直が
大きい程祝作業の精度が高いことを意味する。
この2つの係数の綴を見ると"正確さ。と、、速さりの
両面から作業性の良否が判断出来る。J!Oち.総合した場
合も係数 lが平均的な作業性を有することを示し‘{直が
大きい径視作業性の良いことを表わしている。この総合
した係数を視作業性係数(y)と呼ぶことにすると，
y = (Ae/Be) x (Ce/De) 目 H ・H ・..(1) 
但し Ae:税標10例聞をチェ ックするに要ーする作業
時間(分)の全平均値
Be:或る被験者又は或る光j原{立置の状態で
税標l∞個をチェックするに要する作業
時間(分)
Ce:或る被験者又は或る光源位置の状態で
干見標をチェ ック したときの正解率
De:筏標をチェ ック した時の平均的な正解
率
図-6-11の実験結果について.視作業性係数(y)を
計算し.図-16-18に示す。特に光源が正反射位置付近
にあるときアート紙の視作業性の低いことがよくわか
る。しかし.アート紙でも.方位角¢が60・以上の方向か
ら照らした場合の視作業伎はよい。また光源が正面より
左方向に在る時の方が右方向に在るときよりも枕作業性
がよいという結果も顕著に現われている。
尚.視作業性係数を求める場合.AeおよびDeの値と
して拡散全般照明下での値を用いれば.得られた悦作業
性係数値は.拡散全般照明下での視作業に対する良否を
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中根他:!照明の基礎研究(その7) 
，{.:すことになる。
4. 4 光，原の位置 (入射光の方位角・入射角)が続み
易さ評価に及lます影醤について
被験者の眼の位iftを悶定せずに自由に悦作業させ.入
射光の入射角.方位角もそれぞれ変化させたときの実験
結果を図ー13-15に示す この結果から.各万位角 ('1') 
ごとに入射角と読み易さ"手価の関係を示すと図ー19-21
の如くになる。一般的な傾向として.入射角 (8，)が大き
くなる と読み易さ;干価は低ドしていくといえる。しかし
アート紙では.入射flJ(8，)が税作業角 (80)にi!i:くなる
と.急激にお?価が悠くなる(図中に本実験に於てう寝泊lし
た被験者の彼作業角 00の中央1直を矢印で示す)。アー ト
紙の場合.光i原の方位角でも.'1がo，こ近い状態.l!Pち
光線が正而近辺に{I:るときの誠怖が悪い コート紙."， 
質紙については.読み坊さ，l'f1I聞に及ぼす }j{立角の~J'i荷な
影響はuf.められないの被験布の伐作業時の悦作業flJ80 
l立.本実験で撮影した"j:t~:から実iHlI した所では.約20 ~昔
とL寸結果が出た。しかし.被験者数も少ないことから
史に検討する必要がある
4. 5 各光源の位置における続み易き評価の予測計算
鉱散照明のもとでのま軍度対比およひ'背景締!交の!剖Iltに
対する悦対象の時1るさのi庁3がと読み易さ，;'1'1簡との関
係引に基づいて.本実験1与の読み易さぷ価を hHI.t-J干し
てみる。
まず，本紀要輸はやすい照明のための基礎研究 (その
6)"に示した印刷物の反射特性能図から. ('.RIJ;1I'1:):しよ
うとする当該の用紙のn紙出および黒印刷紙面iの各光源
位向における反射特性Illpω・向を読み取リ.その粘釆を
(3h¥. (5)式に代入して.各光t服従i7(のもとでの見かけの
純度対比 (Ca)および凡かけの背景輝度 (La)を求める符
当該光源による，:1<1而{立;70:での照度をEとすると.勺該
光i原による作業対象からの反射光節度Ui
L=ρ . E ...・(2)
光源が多数在る場合は.それぞれの光湾による以射光
締度を求め.それを加算して総合した反射光卸!変(L)を
求める。
L= L (ρa・E，) ……・(3)
伺し.p， .吋該する枕対象物の光i県 (i)による
反射特性Idl
E，削除 (1)によ る評価位i紅での!何度
?見対象の白紙面の反射特性!直がρω・黒印刷1mの(1ftが
ρ。ならば. 当該光il?，で熊らされたときの悦W~1. を . Oosが
30で見たときの対比Cは
C Lb-L z no“. E-pム.E ρω一ρの
=一一一一一一一ー こー 一一一一三一一一一一=ー 一ー一一一"(4)
L。 ρωEρu
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図ー19 光の入射角と読み易さ;判面の関係
(コート紙)
BO ~ 
o -ー ・ー
30 -一--6 一一喝
90' -ー
'11 1l膚¥ )(崎山Ji(.:r，旬、
'i'町健作賞向 。)
1叫↓
r、
砲、~
???????
t "，*，闘Jt 500 h 
智;耐え i'倍前咽 T て dl :tゐ(~..It ;ï温~ IOO ~.t' l"る
中小曲 E
。o 10 20 30 ‘o 50 60 
人射的 (0) 
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(L.t.) (cd"明的必要背量 鱒 度
でのt'f!j{純度の範囲について実験式を求めると(6)式の如
くになる。
V，=15InM 
mし.V，:見易き;干価.'¥ (100点 i~，点)
M:視認肉1直に於ける背景鰍I支を基ゆとし
たときの背2号線度の1音yド
この背景一輝度と見易さJrj耐の関係についての実iHiJfu'iと実験
式(，n.の比較を図ー 23にぷす。この実験式で見易さJ価点
を求めると . 被験者の実際の汗jilJj点と 5 .'.\以内の:t'U~で
評価点が得られ.J干価の良否のボーダーライン(持通に
読める明るさ)の辺りて・は実験式て・求めた(11[が.実際の
評価よりも低いf，1i.となるので.この笑験式を用いて照明
設計すれば安全1則の設計が出米る。
点光:i原が各光i版位置に在るときの資料耐の読み易さ詳
細を hl!1計算した結果の一部を図ー24-26に示す
図-24-26';t.それぞれ. コー ト紙.中質紙.アート
，(6) 
標準等使力曲線並びに最小確認、対比幽線図 (1音順応30分)
L. :背景練度(一般に内紙面の輝度)
し :枕僚の文字部分の輝度 (一般に県印刷l
凶の輝度)
pw 税対象の1'1紙li'I5分の反射特性値
ρ. .視対象の.I.I.~文宇部分の反射特性M.
で求められる。
光源が多数イEるときは.それぞれの光源による反射た
脱皮を求め.それを加算して対比を川算すればよい。即
ち.
図-22
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ド調P両面
8ポの活字で印刷 した文1;1:を読む場合
の背景輝度と読み易さ評価の関係を示
す実験式とったi典1]f1lIの比較図
。.・p
開.・・m明る処.“企する崎る‘の・. ，‘" 
図-23
( 8 ) 
Zρ刷・ E.一2ρ釦 ・E.
Zρ山 .E. 
似し本紀裂い見やすい照明のための基礎研究(その
6 )"に示した反射特性他は祝角2の光源で得た他であ
るので.それより大きな)'(;ilr，tについては.悦fj2・の心:体
角を単位として当該光i原を分割lし分割した光i原の各部
分の位抗およびその部分に法づく JRU支から.多数光i聞の
場合と同僚にして対比を計算する
}大に本実験の悦対象である視}}O.5のランドル卜氏環
悦標カt 先に(5)式て・求めた対比 (Ca)のときに視認I制値
となる必要背景純度 (L.t')を図ー22の標憎2存続力曲線
[刈Hから読み取る。この必袋背景:制度 (L.t')に対し.(3) 
式で求めた見かけの背;1純度(La)が持つ明るさの倍率
(M)を計算し.読み易さ，1'1面をボめる(6)式にこの縦j変
俗学 (M)を代入して.fiRII計算を行った照明条件ドで
の読みもlpさ評{闘を得たの
尚 ;~ë.み易さ日付面の子jRll式'i. 既報の1\'Jj{純度と読み
易さ評価の関(*31から，照明の経済性も々/M.すると見易
さ評価がピークを示す時の背景制度以上に1'f民主筆度をfJ
くする必要はないので.見易さ，;l価がピークに達するま
-ー (5)C= 
- 133ー
光源方位角(伊)(deg.)
図-24光源の位置と読み易さ評価の関係.
(コート紙 .(h =30cの場合)
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紙について読み易さ評価を予測したものであるが.その
結J駐を図ー12-15に示す実点Ijした読み易さ評価値と比較
すると.光i僚が正面から左}jにあるときには.実調lJfflIと
予，R'jJ十lH直はほぼ等しいレベルを示す。しかし光源位
;nがゐゾjにt正る場合や.Jtj原の入射角 (8，)が大きい場合
には予iRlj~H，):で得た読み易さ評価値より笑測値の方がfl~
い滞怖となっている 。 この~jiが生じた原因としては.
hlllj計算式の恨拠となった実験3'が全般拡散光照明のも
とて'行われたのに刈し.本実験の光源は.'.7.光源とみなせ
る大きさであり.才7からの光では説作業時に手H音がりに
なるとL寸物王型的な効果や.光の方向性などに基づく心
理的な効果のj主いが現われたものと考えられる。
また悦対象の紙質がアート紙の場合に光源の方位j!J
(ψ)が正l創近< (則]ち. <p =0・近辺)で.入射角 (0，)
が悦作業角 (80)Iこ等しいとき.読み易さ評価の子吊Ijrij-n
f直はO点乃至はマイナスとなったのに対し.実測した止l'
価値は40-50点を得ている。この照明条件のとき.実際
の視対象の対比';1. .'.~\印刷文字の毎度の方が.白紙耐の
ま軍度よりも向くなる逆対比の状態に.(Eる。従って.見健
くはあるが.一応読めるため.この程度の読み易さ"干価
が得られたのに対し. fislj計算の方は.逆対比状態まで
は処ElIH*ないため.評価値にかなりの差j主が生じたも
のである。
廷に..m々の阪が21l.であるため.正面から左省へ約
10皮綴った万向に光源が在るときのj子が.悦対象表面て'
Z毛皮反射が起リやすいが司そのときでも.2眼のうち表
皮反射の修得を受けていない}jの限 (普段はおもに手IJき
阪で見ている)で主に見るよ うになるため.表皮反射の
起る範闘が狭い点Jti原の場合には.それ粍見易さについ
ての修軍事が現われなかったことも考えられる。
しかしこの結果に布いて逆対比になったり.手H青が
りになるというよ うな特殊な状態を除けば.先の読み易
さm薗の予測;十n法がプヒ分役立つことを示していると与
えられる。
光夜、の位置と読み易さ評価の関係
(アート紙，00=300の場合)
図-26
4 )沈み劫さよ1'1蘭から見た好ま しい光ilr，(の入射flJは.ぷ
皮反射性の~~iい視対象以外のものを見る場合0-30
の範閤内に在ることが望ま しい (図ー19-21) 
5 ) 点光源の場合でむ.'1ば見易さよPI薗の f，Hlj式(6)が
i産問できる (図ー12-15，図ー24-26)
';1) 戸を出さずに目たけで読むことをよわすのに '~~f.: I 
とt汁字をi世うことカ'lEぃ、以 ここでは悦作~内'かが
伝わり易いと思われるので 「目説jとした
( 9 ) 
め
本市の結果を総指すると汰の在日くになる。
1 )悦作業性は.正路さ(見訴し率)および速さ(所集
作業時間j)を総合して.汗備する必要性がある (図ー16
-18)。
2 )彼女ナ象物に付する視線の正凶i付近に光源があると.
悦作業性 (JI:係さ.速さ)および読み易さ評価共に急
激に低ドする {図-6-18)
3 )悦作業性.読みMさとも良好な光源の}j佼角1;1. J.[ 
I而から/正60lì~l査の位置で、ある (図-6-18).
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Summary 
As a result of the previous studies using Landolt's Ring visual targets， the followings have already been made clear 
by the authors， namely， (1) the standard visual acuity curves showing the relationship among the minimum perceptible 
size of visual objects， luminance contrast， and background luminance ; (2) the effect of existence of uneven luminance， 
particularly a highly luminant plane (e.g. light source) in the visual field on the threshold of visual perception ; and (3) 
the relationship between legibility evaluated and brightness of background luminance 
In this study， lighting environments were evaluated in terms of the working easiness for visual tasks such as reading 
and wri ting. 
Method of the experiment included 144 Landolt's Ring visual targets for visual acuity of 0.5， those were similar in 
legibihty to read sentences of Point 8 types printed at a distance for usual reading and writing， and those were arranged 
in both longitudinal and laterallines each consisting of 12 targets with their gaps pointing to random directions， and 
then， those were printed on coated paper. medium grade paper and art paper. Observers were indicated to check the 
gap direction， fre巴lyindicated by experimer，(er， of each Landolt's Ring visual target by silent reading and erasing， and 
the working time and the percentage of correct checking w巴remeasured. This study was for the purpose of c1arifying 
the position of the light source highly evaluated in terms of easiness for visual work， based on the above experimental 
results and in connection with the incidence and azimuth angles of the hght at the working tim巴
The facts c1arified by this study are summarized as follows 
(1) There are certain contradictory phases in the working easiness for visual tasks， such as“Whether fastness is 
preferred even if certain errors ar巴involved"，or“Whether correctness is preferred i n spite of a certai n slowness of the 
work". After al， evaluation should be made by putting correctness (percentage of oversights) and fastness (working 
time required) together 
(2) If the light source exists near the direction of the visual hne to visual object， the evaluated value for both easinesses 
for visual task and legibility may become radically low 
(3) When the incidence angle of light is 30'， the azimuth angle of light source， which may be evaluated good for both 
the easinesses for visual task and legibility， should be about 60・tothe I巴ftfrom the front 
(4) When one is seeing an object other than having high specular reflectivity， the preferable incidence angle of light 
maybe range fromぴ to30 on the viewpoint of legibility 
( 10) 
